
 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年初めに喜ばしいニュースをご紹介します。 

邑南町口羽地区農地・水・環境保全管理協定が平成 26 年

度中国四国農政局長表彰最優秀賞を受賞されました。 

邑南町口羽地区農地・水・環境保全管理協定は、同町羽須

美村旧口羽村の 20 集落で構成する広域活動組織であり、平

成 19 年度から農地･水対策に取り組まれています。 

組織の大きな特徴として、遊休農地を解消し、その農用地

の活用を図って新たな農村景観の創出・保全と地域・世代間の交流活動につなげられていま

す。 

高齢化率 100％の「川角
かいずみ

集落」では、遊休化した棚田を整備して「花桃の木」を地元口羽

小学校の児童と一緒に植栽し、自らを『天国に一番近い里 桃源郷』と名付け景観の保全を

図るとともに、平成 24 年度からは「花桃まつり」を開催し、期間中には僅か 8 戸 13 人平

均年齢約 80 歳の限界集落に県内外から約 4,000 人もの人が訪れるなど地域間交流が進ん

でいます。 

また、同小学校の児童が遊休農用地を活用して地元住民の指導のもと「いもほり学習」を

することで児童たちは「育てる喜び、収穫体験、環境保全の大切さ」を学ぶとともに、住民

は児童から元気をもらうなど、世代間の交流も進んでいます。 

一方、高齢化で共同による草刈りや水路の補修等が困難となっている集落へ、口羽地区社

会福祉協議会の構成組織である「口羽をてごぉする会」が作業支援を行ったり、組織の事務

作業を担うなど支援協力体制が整備され、地域一体となった農地等の保全管理により、担い

手の負担軽減につがっています。 

このように小さな集落が自ら知恵を出し、活動の人手が足らないところは地域全体で助け

合うことで地域を元気にしようという活動は、他の地域の模範となるもので、特に川角
かいずみ

集落

での活動は、平成 25 年度に景観の素晴らしさから「しまね景観大賞」を、また熱心な地域

づくりから「元気な邑智郡大賞」を受賞するとともに、総務省やベトナム社会主義共和国フ

エ市などから地域づくりの視察も受けるなど高い評価を受け、地域の皆さんの努力が実を結

んでの受賞となりました。 



 

 

山路地区での施工 

桃花の植栽 

その後のシバザクラ植栽 

 

 

 

 

 

 

 

広瀬町東比田永田集落は、安来市の中心部より３５ｋｍほど

飯梨川を上流に登り、安来市の最南端に位置した典型的な中山

間地域です。米以外に農家の収入を得る作目がなく、ほとんど

が兼業農家で近年は若者の流出による人口の減少や高齢化によ

り農地の保全管理が困難となりつつあります。 

このような状況下で私たち永田集落は、当初から中山間地直

接支払制度に取り組むなど積極的な活動を展開、コミュニティ

ーの充実に努めています。 

平成２４年度からは農地・水保全管理支払交付金事業の情報

を安来市から得ると、集落を次世代に自信を持って引き継ぐた

めに格好の事業と認識し、初年度より水路の補修、農道の舗装

など向上活動や組織の意識改革などソフト事業にも積極的に取

り組み確実に成果を上げつつあります。 

特に今回の重点事業として５年計画で取り組んだのが集落の

法面管理と農村環境づくり「桃花とシバザクラが咲き乱れる里

永田集落を目指そう」です。 

まず、初年度の平成２４年より計画等の話し合いや先進地視

察技術研修等を重ね今年度事業着手しました。 

シバザクラは繊細な植物で挿し芽の採取、育苗等丁寧な取り

扱いが必要でしたが念密な計画と努力の甲斐あって挿し芽も順

調に生育し１０月上旬から半月を掛け２か所約 1,500 ㎡の植え

付けを行いました。これからの除草等管理が重要ですが今後５

カ年で１ｈａの植栽を目指したいと意気込んでいます。 

また併せて桃花の植栽も年次計画で同時に進めています。今回

の取り組みで女性の積極的な参加を得ることが出来、男性だけの

活動組織から女性を含めた組織へと転換されたことはこれから集

落の活性化に更に弾みがつくとの信念のもと、今後も活動を展開

したいと考えています。 

  

代原地区での防草シート施工 

活動事例紹介 



 

 

H25 事務研修（東部会場） 

 

 

  12 月２５日をもって「多面的機能支払」の採択申請の受付が終了し、１２２組織が新たにこの制

度に取り組まれることになりました。 

  島根県内では、「農地維持支払」には６０３組織（約 21，700ha）、「資源向上支払（共同）」には 

５１７組織（約 20，500ha）、「資源向上支払（長寿命化）には 3６１組織（約 14，９00ha）が取

り組まれることになりました。 

  

 

 

２月２５日（水） 会場：浜田合同庁舎 ２階大会議室（浜田市片庭町） 

２月２７日（金） 会場：出雲合同庁舎 ７階会議室 （出雲市大津町） 

詳細につきましては、同封の「研修案内」をご覧ください。 

申込締切は２月１６日（月）です。 

 

 

 

追加活動申請書において、長寿命化の活動を平成 30 年度まで期間を延長しました。 

実績報告の際に、計画書の変更が必要でしょうか。 

 

Answer 変更が必要です。 

      平成 2６年度～平成 30 年度の活動計画を作成し、実績報告書に添付してください。 

 計画書作成について 

◆新様式を使用してください。（協議会ホームページ参照） 

◆平成 25 年度までの活動の記入は必要ありません。 

◆図面は、平成 26 年度から平成 30 年度までの、活動項目、延べ数量が確認できるようにして 

ください。 

なお、活動期間を延長されなかった組織でも、計画数量が不足する場合や、実施活動項目に変更 

が生じた時には、新様式により活動計画を変更してください。 

 

  

平成２６年度からの活動を記入します。 

　（２）施設の長寿命化のための活動

■ 補修 □ 更新等 km

□ 補修 ■ 更新等 km

■ 補修 □ 更新等 km

(注) 必要に応じて欄を追加する。

0.8

0.6

水路の老朽化部分の補修

素掘り水路からコンクリート水路への更新

活動区分 活動内容 延べ数量
年度計画

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

農道路肩、農道法面の補修

0.1

実施予定年度に線を引きます。 平成２６年度からの延べ数量を記入します。 



 

 

～多面的機能支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ     Tel 0852-22-6262 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

★今月の予定★ 

２月 ２日（月） 島根県農地･水・環境保全協議会 平成２６年度第２回通常総会 

２月 ５日（木) 平成２６年度多面的機能支払制度中国四国シンポジウム in ご縁の国しまね（松江市） 

２月 ９日（月) 活動計画相談会（安来市） 

２月１２日（木） 活動計画相談会（出雲市） 

２月１６日（月） 農政局共同活動抽出検査（出雲市、奥出雲町、飯南町） 

２月１７日（火） 農政局共同活動抽出検査（松江市、安来市、島根県農地･水・環境保全協議会） 

２月２３日（月） 活動計画相談会（益田市、吉賀町） 

２月２５日（水） 平成２６年度事務実務研修会（浜田市） 

２月２７日（金） 平成２６年度事務実務研修会（出雲市） 

 

 

 

 
私たち滝元下水路号は、約４ha の対象農用地に１集落１０戸で、資源向上（長寿命化）の活動に取り組んで

います。集落には、設計をする者、技術的な指導をする者がいて、全戸協力の元、自主施工で行っています。作

業は女性にも参加していただいていて大変助かっています。平成２４年度に水路の余水吐けの補修を行いまし

たが、そのおかげで平成２５年度の豪雨災害では、余水吐けから下流は被災を免れました。 

 

永田集落農地・水保全管理

活動組織(安来市) 

事前の補修で被災を防止 

滝元下水路号（津和野町） 

作業には女性が大活

躍だったようですね。

くれぐれも皆さんケガ

の無いように気をつけ

てください。 

活動事例募集中！ 

あなたの組織の活動をネットワーク通信で紹介してみませんか。組織の紹介でも構いません。 
「原稿を書くのはどうも・・・」と思われれば、お話を伺ってこちらで記事をまとめます。 

「ウチの活動を紹介してみよう」と思われる方は、まずはお気軽にお電話ください。 

TEL（0852）32-4141、メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 
水土里ネット島根「ネットワーク通信」係まで 

～担当者の声～ 

昨年大晦日から 1月の初めに雪が降り、雪かきをして筋肉痛になりました。 

その 1 月もあっという間に過ぎ、2 月に入りました。暦の上では立春といいますが、2 月は一番寒く雪もよく降る

ような気がします。 

水路の補修などは雪が積もるとなかなか着手できなく、苦労されたりすると思いますが、この冬は活動が順調に

進みますように。（協議会 Ｔ） 

余水吐け補修前 補修後 床堀生コン詰め 


